
LtこうH

佐藤 賢治砂絵藤
鰐測 勉魯簸川
加藤 加圧
滝沢 英昭癖渋番-
;帖rp ･恒
古侶 紺

警藍密慕恥 臓 き

陣 i.吊 出目､

像 山漂曹兼 学譲

浸潤が疑離れる欝頚部痛と診断し,鮮史摘施行LJfJw,し

て認めたや第二例は冒趨歳男性で号㌢腰部痛を室翻こ来院声

慢性酵衆として一年経過観察襖予約塵を-当紬こ武院したや

I:･li(-'l'L乳頭∴-;･L.,;'m十伸し や∴ト､判)-､ぎ}丹臣7詰∴

;､粧鞘･∵守眉夜十千一､.押骨∴早上 仁tl.虹､=:L･一一∴･丁:

胆汁'湖畔:宜九十言∴㍉∴.半再裾r_里畔上膏畑 .押

恥･㌦告.J.:∴･川八十車用トこY･･′｣阜丹 :【･･.∴才･-･l∴lJT守-1池井

Jt.･Ii･紺'.,･J Hi=)用亘十守巨立 へ∴さ･二世十 _rl･E;車三

部よりの粘液殿排紙を醇教とし写比較的予後頗好とされノ

て浄濃こちL/かしヨ報告例の噌狛こ伴い,叡線型が--磯 し

ない声予後不良例があるなど閣感点をぼ軽)んできたや時

節∵J臨照項目･十‡∵,･.､∴.魔1日トト_∴十十 :∴∴宣!J･左

が勢いが,今後の検討が待たれJる小
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粘液産生胆管癌ぼ比較純綿であ吟声その診断｡治療も

非粘液度数胆管癌をこ比べや穐漁があるようである乎われ

われは画像診断上で転換殊渡きる級を思した症例を経験し
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影あり,m 所見では拡張した総胆管内腔をこ経感性病変

を認めたセ既隠監所鼠では下部から土瓢胆管をこか6,浄て著

明な胆管拡張と陰影兜損像を認めた屯総胆管結石叉は胆

管癌の疑いで手術施行七拡張した総胆管を切開すると綴-鍋
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後射 当科における温熱療法の経験
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厳選や癌翻温熱療法がやそれ単独あるいは化学療法,

放射線療浸志との併′臓で縛なわれ,そ翻魂梁測緋移されて
:｣言.
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るといぬ鉦でいるBまた予詑温熱をこよVjある健の抗癌剤お

よび放射線鍔鰭節用が増強されることが窯級によをj認めら

れている小

我母は要手術約に切除不能であった5症例 を酵癌望鰍

胆管癒恩例書腎癌再発息例,原発性肝細胞癌3例)をこ対

して亨単独あるいは化学療法との併用で温熱療法を棺-〕

紅 そのうち語例は死亡したが,残りの望例は現在外来

をこて艶統しぎその効果を追跡中である｡

当科における温熱療法の方法および効果について若干

の文献的考察を滋ロえて報告する9


